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厚
労
省
は
５
月
12
日
、

社
会
保
障
制
度
改
革
案
を

発
表
し
た
。
制
度
の
基
本

を
「
安
心
」、「
共
助
」、

「
公
平
性
」
と
し
、
社
会

保
障
を
国
民
の
互
助
制
度

　

福
島
第
一
原
発
事
故

は
、
被
曝
や
農
産
物
等
の

放
射
能
汚
染
、
風
評
被

害
、
環
境
汚
染
に
よ
っ
て

地
域
住
民
の
生
活
を
破
壊

し
た
。
政
府
や
電
力
会
社

に
よ
っ
て
流
布
さ
れ
て
き

た
原
発
「
安
全
神
話
」

に
変
え
、
政

府
の
役
割
は

自
立
で
き
な

い
ほ
ど
の
困

窮
者
へ
の
生

活
支
援
に
限

定
す
る
と
い

は
、
ま
っ
た

く
の
で
た
ら

め
だ
っ
た
。

原
子
力
の

「
平
和
利

用
」
な
る
も

の
の
危
険
性

の
窓
口
負
担

軽
減
、
高
す

ぎ
る
国
保
料

引
き
下
げ
、

保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
の

実
現
と
診
療

そ
の
た
め
に

再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
・
普
及

に
全
力
を
挙

げ
る
よ
う
強

く
求
め
る
。

う
内
容
だ
。
さ
ら
に
、

「
社
会
保
障
と
税
の
共
通

番
号
制
」
に
よ
る
国
民
総

管
理
も
狙
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
国
民
負
担
に
つ

い
て
、
外
来
受
診
毎
に
一

定
額
を
上
乗
せ
す
る
「
受

が
暴
露
さ
れ
、
日
本
全
土

が
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
の
不
安

と
危
険
に
晒
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
も
そ
も
私
た
ち
人
類

は
、
放
射
能
を
科
学
的
に

除
去
す
る
術
を
持
た
な

診
時
定
額
負
担
制
度
」
や

介
護
保
険
で
要
支
援
１
・

２
を
給
付
対
象
外
に
、
40

歳
未
満
か
ら
も
保
険
料
を

徴
収
す
る
こ
と
―
―
な
ど

が
既
に
検
討
さ
れ
て
い

い
。
た
だ
自
然
に
減
少
す

る
の
を
待
つ
だ
け
で
あ

る
。

　

放
射
線
被
曝
に
閾
値
は

な
い
。
浴
び
れ
ば
一
定
確

率
で
人
体
に
悪
影
響
を
与

え
、
限
界
線
量
を
超
え
れ

ば
確
実
に
障
害
を
与
え

る
。
ま
さ
に
国
民
負
担
増

が
「
税
と
社
会
保
障
の
一

体
改
革
」
の
主
な
内
容
で

あ
る
。

　

厚
労
省
案
の
最
大
の
誤

り
は
、
格
差
や
貧
困
を
生

み
出
し
、
そ
れ
を
助
長
し

る
。
被
曝
に
よ
る
障
害
に

医
学
的
な
治
療
法
は
な

い
。

　

原
発
は
、
今
回
の
よ
う

な
非
常
時
は
も
ち
ろ
ん
、

平
常
時
で
さ
え
作
業
員
の

被
曝
を
前
提
に
運
営
さ
れ

た
大
企
業
と
政
府
の
責
任

に
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な

い
点
だ
。
非
正
規
労
働
者

を
増
や
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
を
生
み
出
し
て
空
前

の
利
益
を
上
げ
て
き
た
の

て
い
る
。

　

１
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

を
発
電
す
る
原
発
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
核
廃
棄
物
の

量
は
、
１
日
に
広
島
型
原

爆
の
３
発
分
に
相
当
す

る
。
万
が
一
の
事
故
時

に
、
生
み
出
さ
れ
た
核
廃

は
大
企
業
で
あ
り
、
そ
れ

を「
構
造
改
革
」政
治
で
最

大
限
に
支
援
し
て
き
た
の

は
政
府
だ
。
こ
の
両
者
の

責
任
に
言
及
す
る
ど
こ
ろ

か
「
新
興
諸
国
を
含
め
た

グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
競
争

棄
物
を
原
子
炉
内
に
完
全

に
閉
じ
込
め
て
お
く
技
術

さ
え
現
在
は
確
立
し
て
い

な
い
。

　

原
発
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
原

子
爆
弾
に
利
用
さ
れ
る
危

が
激
し
く
な
る
中
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
企
業
が
社

会
保
障
に
お
い
て
一
定
の

役
割
を
担
う
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
」
と
財
界
を
擁

護
し
、
大
企
業
の
社
会
保

険
物
質
で
あ
る
。
日
本
が

有
す
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は

長
崎
型
原
爆
の
５
３
０
０

発
分
に
も
達
し
、
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
り
、
核
兵
器

廃
絶
を
求
め
る
私
た
ち
日

本
国
民
の
願
い
を
著
し
く

踏
み
に
じ
っ
て
い
る
。

障
へ
の
責
任
を
さ
ら
に
軽

減
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

高
い
失
業
率
、
払
え
な

い
ほ
ど
高
い
国
保
料
、
２

０
０
万
人
を
超
え
る
生
活

保
護
者
、
13
年
連
続
で
３

万
人
を
超
え
る
自
殺
者
。

　

生
み
出
さ
れ
た
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、
最

終
的
に
処
分
場
で
管
理
さ

れ
る
が
、
そ
の
期
間
は
数

万
年
と
い
う
途
方
も
な
い

年
月
で
あ
る
。

　

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分

こ
の
よ
う
な
日
本
を
生
み

出
し
た
の
が
「
構
造
改

革
」
だ
。
民
主
党
は
、
自

公
政
権
が
推
し
進
め
た

「
構
造
改
革
」
に
反
対

し
、「
国
民
の
生
活
が
第

や
廃
炉
対
策
等
に
つ
い

て
、
科
学
的
結
論
も
技
術

開
発
も
今
後
の
課
題
と
し

た
ま
ま
で
、
推
進
さ
れ
て

き
た
の
が
日
本
の
原
発
政

策
で
あ
る
。

　

今
回
の
事
故
に
あ
た
っ

て
、
正
確
か
つ
迅
速
に
情

一
」
を
掲
げ
て
国
民
の
支

持
を
得
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
菅
内
閣
は
「
構
造

改
革
」
に
回
帰
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
民
主
党
は
、

政
権
交
代
を
果
た
し
た
２

０
０
９
年
の
衆
議
院
選
挙

報
を
公
開
、
住
民
の
不
安

を
和
ら
げ
る
と
と
も
に
、

被
害
の
拡
散
防
止
、
被
災

者
へ
の
生
活
支
援
に
国
・

電
力
会
社
が
全
力
を
尽
く

す
よ
う
求
め
る
。

　

私
た
ち
は
、
医
療
現
場

時
の
政
策
に
戻
る
べ
き

だ
。

　

私
た
ち
は
、
憲
法
で
規

定
さ
れ
た
社
会
保
障
を
破

壊
し
よ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
企
て
に
反
対
し
、
医
療

藤
直
樹
、
柄
溝
宗
生
、
中
谷
光
之
、
上
野
精
一
、
桂

好
志
郎
、
堀
口
正
二

保
険
医
協
会
関
係

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
、

大
阪
府
保
険
医
協
同
組
合
、
北
海
道
保
険
医
会
、
秋

田
県
保
険
医
協
会
、
山
形
県
保
険
医
協
会
、
茨
城
県

保
険
医
協
会
、
栃
木
県
保
険
医
協
会
、
埼
玉
県
保
険

医
協
会
、
山
梨
県
保
険
医
協
会
、
千
葉
県
保
険
医
協

会
、
東
京
保
険
医
協
会
、
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
、

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
、
岐
阜
県
保
険
医
協
会
、
愛

知
県
保
険
医
協
会
、
京
都
府
保
険
医
協
会
、
京
都
府

歯
科
保
険
医
協
会
、
滋
賀
県
保
険
医
協
会
、
兵
庫
県

保
険
医
協
会
、
奈
良
県
保
険
医
協
会
、
和
歌
山
県
保

険
医
協
会
、
島
根
県
保
険
医
協
会
、
鳥
取
県
保
険
医

協
会
、
広
島
県
保
険
医
協
会
、
山
口
県
保
険
医
協

会
、
香
川
県
保
険
医
協
会
、
徳
島
県
保
険
医
協
会
、

高
知
保
険
医
協
会
、
福
岡
県
歯
科
保
険
医
協
会
、
大

分
県
保
険
医
協
会
、
長
崎
県
保
険
医
協
会
、
佐
賀
県

保
険
医
協
会
、
宮
崎
県
保
険
医
協
会
、
熊
本
県
保
険

医
協
会
、
沖
縄
県
保
険
医
協
会

協
力
団
体
関
係

保
険
で
よ
い
入
れ
歯
を
！
大
阪
歯
科
技
工
士
連
絡

会
、
大
阪
民
主
医
療
機
関
連
合
会
、
非
核
の
政
府
を

求
め
る
大
阪
の
会
、
日
本
機
関
紙
協
会
大
阪
府
本

部
、
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
、
大
阪
社
会
保
障
推
進

協
議
会
、
全
大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会
、

総
合
社
会
福
祉
研
究
所
、
原
水
爆
禁
止
大
阪
府
協
議

会
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
大
阪

府
本
部
、
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
大
阪
実
行
委
員

会
、
大
阪
府
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
連
帯
委
員
会
、
大
阪
母
親
大
会
連
絡
会
、
安
保
破

棄
諸
要
求
貫
徹
大
阪
実
行
委
員
会
、
こ
ど
も
医
療
費

無
料
制
度
の
拡
充
を
め
ざ
す
大
阪
府
民
連
絡
会
、
全

大
阪
労
働
組
合
総
連
合

協
力
会
社
関
係

株
式
会
社
関
西
共
同
印
刷
所
、
有
限
会
社
朝
日
商

店
、
株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
隆
文
社
、
ひ
と
み
プ
リ
ン

ト
、
東
和
ビ
ジ
ネ
ス
マ
シ
ン
株
式
会
社

関
係
団
体

大
阪
府
歯
科
医
師
会
会
長
・
太
田
謙
司

　

 

「
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
創
立
40
周
年
な
ら
び

に
第
50
回
定
期
総
会
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
貴
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
な
ら

び
に
ご
参
会
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
衷
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
公
的
医
療
保
険
制
度

の
堅
持
と
歯
科
医
療
の
充
実
、
大
阪
府
民
の
歯
科

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た
め
に
、
立
場
は
異

に
い
た
し
ま
す
が
、
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

（
以
下
、
団
体
・
個
人
名
の
み
を
掲
載
）

大
阪
府
歯
科
技
工
士
会
会
長
・
時
見
高
志

大
阪
府
歯
科
衛
生
士
会

国
会
議
員
関
係

【
衆
議
院
議
員
】

（
民
主
党
）
森
山
浩
行
、
辻
恵
、
長
安
た
か
し
、
長

尾
敬
、
藤
村
修
、
渡
辺
美
彦

（
自
民
党
）
竹
本
直
一
、
松
浪
健
太

（
公
明
党
）
池
坊
保
子
、
佐
藤
茂
樹

（
共
産
党
）
吉
井
英
勝
、
宮
本
た
け
し

（
社
民
党
）
服
部
良
一

（
無
所
属
）
辻
元
清
美

【
参
議
院
議
員
】

（
民
主
党
）
お
だ
ち
源
幸

（
共
産
党
）
山
下
芳
生

大
阪
府
会
・
市
会
議
員
団
関
係

民
主
党
無
所
属
ネ
ッ
ト
大
阪
府
議
会
議
員
団
幹
事
長

・
中
村
哲
之
助

日
本
共
産
党
大
阪
府
会
議
員
団
・
そ
ろ
り
邦
雄

日
本
共
産
党
大
阪
市
会
議
員
団
・
北
山
良
三

政
党
関
係

日
本
共
産
党
大
阪
府
委
員
会

顧
問
弁
護
士
・
税
理
士
・
社
労
士
関
係

河
村
武
信
、
鳥
居
義
昭
、
清
家
裕
、
京
阪
総
合
会
計

事
務
所
、
黒
岩
哲
夫
、
和
泉
節
夫
、
西
村
博
史
、
斎

で
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

歯
科
医
師
で
あ
る
。
国
に

対
し
、
国
民
の
い
の
ち
や

健
康
、
安
全
を
脅
か
し
、

平
和
を
な
い
が
し
ろ
に
す

る
原
発
に
依
存
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
か
ら
の
一
刻

も
早
い
転
換
を
求
め
る
。

報
酬
改
善
の
た
め
に
全
力

を
尽
く
す
こ
と
を
表
明
す

る
。

２
０
１
１
年
５
月
21
日

第
47
回
通
常
評
議
員
会

２
０
１
１
年
５
月
29
日

第
50
回
定
期
総
会

２
０
１
１
年
５
月
21
日

第
47
回
通
常
評
議
員
会

２
０
１
１
年
５
月
29
日

第
50
回
定
期
総
会

評
議
員
会
・
総
会
決
議

国
の
責
任
を
放
棄
し
た
社
会
保
障
制
度
改
革
案

「
構
造
改
革
」か
ら
脱
却
し
、「
貧
困
と
格
差
社
会
」に
決
別
を

評
議
員
会
・
総
会
決
議

原
発
依
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
か
ら
の
一
刻
も
早
い

転
換
を
求
め
る

第50回定期総会に祝電・メッセージを寄せられた団体・個人（順不同・敬称略）


